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一つの島を完全に作り変える ・・・ 福建省平潭（ピンタン）島 

2013.01.01 

香港 花木 

 山手線の内側の面積の約 5 倍、300km2 を超える島を丸ごと大都市に改造する。そんな

とてつもない規模の事業がいま、現実に福建省で進んでいる。現場は福建省の省都・福州

市から南に向かって高速道路で 1 時間半のところにある平潭島だ。 

 2010 年まで離島だった平潭島は、年中強い北風の吹き付ける寒村だった。福建省の他の

都市と同様、山がちで大した耕地もなく、多くの人が国内や海外に出稼ぎに出て生計を維

持してきた地域だ。特にトンネル工事に従事する者が多く、難しいトンネルを掘るなら平

潭島出身者を探せと言われるほどの名声を得たという。逆にいえば、危険を伴うきついト

ンネル堀りを生業にせざるを得ないほどの寒村だったということでもある。 

 

（１）台湾との懸け橋目指す 

この、大した産業もない平潭島に転機が訪れたのは、2008 年の台湾における民進党から

国民党への政権交代である。新たに総統に就任した馬英九氏は、中国共産党との間の「一

つの中国」という共同認識（92 年共識）を肯定し、これによって中台間の雪解けが進んだ。

福建省ではそれ以前からアモイと沖合の台湾領である金門島との間の直接往来が認められ

ていたが、直線距離で最も台湾に近い平潭島でも台湾との協力により地域発展を図る動き

が顕在化し、2012 年 2 月に「総合実験区」の設立が決まったのだ。 
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今回訪問した平潭総合実験区管理委員会の担当者によれば、平潭島のキャッチフレーズ

は 2 つあり、一つが「中華民族共同の家を作る」、そしてもう一つが「できることからやっ

てみる（先行先試）」だという。メディアの報道では、この島を一国両制の実験区にするの

ではないかとか、民主を先行的に実施してみるつもりなのではないかといった予想もあっ

たようだが、今のところはこうした政治的な意義よりも経済的な意義を強調しているよう

で、「（上海を中心とする）長三角と（広州を中心とする）珠三角の間にはさまれて開発が

遅れてきた福建省一体を急速に経済発展させるために、福建省全体を後背地とする『福建

の深せん』を作ることが目的だ」と語っていた。確かに台湾全体を香港に見立てれば、こ

こ平潭島は地理的には広東省の深せんに相当すると言えなくもない。 

この目標を実現するために、平潭総合実験区管理委員会は台湾人を大量に雇用する計画

を発表し、ナンバーツーに相当する副主任以下数十人の幹部ポストを台湾人に開放すると

している。（ただ、今回訪問時に、既に台湾人副主任が着任しているかどうか聞いたところ、

何故か「自分は招商担当なのでよく知らない」ということだった。） 

 

（２）モーレツなインフラ投資 

目下のところ、平潭総合実験区最大の目玉は大規模なインフラ投資だろう。中国各地で

モーレツなインフラ投資をさんざん目にしてきた筆者ですら、ここ平潭の投資具合は一桁

違う印象を受けた。何といっても 300km2 を超える島に数年間で 3 兆円を超える巨費を投

入し、島を全面的に改造するというのである。 

具体的な投資プロジェクトとしては、

まず大陸との間に 2 本の橋（うち 1 本は

道路鉄道併用橋）をかけ、更に強風時で

も通行できるよう 2 本の海底トンネルを

掘ることにはじまり、鉄道としては福州

市から空港を経由して高速鉄道（2015 年

開業予定）を引き込むとしている。この

高速鉄道は、将来的に海底トンネルを通

じて台湾まで延長することを想定して設

計しているということだが、今のところ

台湾側はこの計画に応じる気配はないと

のことだった。同時に、島の中央部を大

規模な市街地として開発し、現在の 2 倍

に相当する 100 万人規模の都市とするほ

か、大規模な港湾（深水港）や空港の建

設まで視野に入れているようだ。 

     平潭島マスタープラン → 
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これらは単なる絵空事ではなく、実際に 2010 年末には 150 億円をかけて全長 5km の「平

潭海峡一橋」を片側一車線ながら開通させ、目下急ピッチで往復四車線化の工事を行って

いた。 

 

↑ 増設工事が進む平潭海峡一橋。奥が平潭島。 

 

（３）海関特殊監管区 

インフラ以外の目玉としては、今のところ、島全体が指定されたという「海関特殊監管

区」のようである。制度の詳細は十分理解できなかったが、どうやら島全体を保税区を上

回る特殊な区域として位置付け、海外からの原料を無税で持ち込んで加工し再輸出できる

ほか、国内向けにも出荷できる仕組みを講じているようだ。 

台湾から平潭島までは、昨年末に台中との間を結ぶ高速フェリーが就航、今年からは台

北直航路線も開通しているほか、定期貨物船も就航しており、台北新竹港から台湾企業の

多い江蘇省昆山までの所要時間は、上海外高橋港経由（30 時間）より 10 時間も短い 20 時

間で済むという。まだまだ定期貨物船の便数が少ないのが悩みだが、こうした物流面での

メリットを踏まえ、平潭海峡一橋の近く、将来建設されるという深水港に近い一角である

金井湾工業団地に、物流関係を中心とする台湾企業や一部韓国企業が既に進出を決めてい

るということだった。他には、台湾からの果物を輸入して加工・販売する施設等のプロジ

ェクトも進んでいた。 
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↑ 埋め立てが終わった金井湾工業団地。この写真は全体のごく一部にすぎない。 

 

↑ 一部では既に工場建設も始まりつつある。 
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（４）土地財政モデルに依拠した爆走？？ 

中国では重要な開発区に国家指導者が視察に訪れることが一般的だが、総合実験区管理

委員会担当者によれば、既に旧常務委員 9 名のうち 5 名（呉邦国、贾慶林、李長春、李克

強、賀国強）が平潭島を視察に訪れたという。ただ、福建省書記や福州市書記を勤め、昨

年 11月に総書記にのぼり詰めた習近平氏はなぜか未だ訪れていないということだった。担

当者は、「あまりに本プロジェクトを熟知しているので、訪れる必要すらなかっただけだ。」

と言っていたが、不思議な気もするものの、確かに福建省経験の長い習氏は、逆に地元べ

ったりという印象を持たれるのを恐れて訪れていないだけなのかもしれない。 

巨大なインフラ開発費の出所についても質問してみたが、明確な答えはなかったものの、

必ずしも国家財政が多くを占めているわけではないようで、ここ平潭島では前回お伝えし

た深せん前海特区と異なり、農家の土地を安く収用して開発会社に高値で売却するととも

に、将来の収益を担保にして巨額の借入れをして投資を行う「土地財政」モデルが健在ぶ

りを示しているようだった。実際、訪問時に雇ったタクシー運転手も平潭島出身だが、「自

分の土地は 1ムー（666㎡）当たりわずか 3.6万元（40万円強）にしかならなかった。」と

強い不満を述べていた。実験区管理委員会に工場用地の売却代金を聞いても口を濁してい

たが、どんなに安くても 1 ムー10 万元を下回ることはないはずで、管理委員会のもう一つ

の合言葉、「大干快干」（でっかくやろう、早くやろう）は、単なるスローガンを超えて、

金利負担を最小限に抑えるという実務的な面からも必要不可欠なポイントなのであろう。

土地バブルが全開状態である証拠に、このような僻地の離島でも新築マンション価格は

13,000元／㎡（約 20万円／㎡）と、省都・福州市内に匹敵する価格となっているという。 

 

↑ マンションが続々建設されている平潭島新市街地。台湾同様、バイクが目につく。 
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なお、日本であれば、こうした島全体を改造するような開発には、環境問題や漁業問題

等での反対がつきものだと思うが、ここではそうした動きは顕在化していないようだった。

島の東部にはまだ昔ながらの農村が残り、風情のある街並みを守っているが、そこで出会

った漁民や町の人も「開発があまりに早すぎるので、本当にうまくいくのか心配」としつ

つ、開発自体には、島の発展にとって千載一遇のチャンスと大いに乗り気な人ばかりだっ

た。 

最後に、あとわずか数年で消え去ることになる平潭島の古い町並みの写真を何枚か掲載

して記録としておきたい。 
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